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スの理論の陶冶、 【2】動物介在療法・ロボット介在活動の現場に対する実践、の 2 点に寄与する知見を得ることを
試みた。


























第 4章 「役柄」の反転:老人保健施設 C における動物介在療法の事例
本章では、 Kato & Atsumi (in press) をもとに、特に物象化した集合的行動(もの的環境)である「役柄J を理
論的観点とし、 (異質性〉出現による集合性変容過程の内実を検討した。具体的には、老人保健施設においぜ約 1 年
間実施されたドッグ・セラピーに対してフィールドワークを行った。
事例を検討した結果、第 3 章での知見が確認されるとともに、 ドッグ・セラピー実施場面における集合性変容過程
に、 「ケアする者J rケアされる者」という「役柄J の反転という内実があることを明らかにした。また、 ドッグ・
セラピ一実施場面が、既存の「役柄J が変化(反転)することを通してホスピタリティの場となっていることを論じ、
施設ケアにおける動物介在療法の実践的意義を示唆した。









活動の事例を通して、よく例証できたことにある。特に、 (表情)、 「役柄」、 「物語生成」という 3 つの理論的観
点を援用したことで、(異質性)をめぐる集合性変容過程について 3 種類の分析視点を提示できたことが、本研究の、
グ、ループ・ダイナミックス研究への理論的貢献となる。
動物介在療法・ロボット介在活動の実践に対する本研究の意義としては、次の 4 点の知見が挙げられる。第 1 に、
2 つのケアが、ともに、ケアされる側だけでなく、ケアする側にも変化をもたらす集合的な事態であること。第 2 に、
2 つのケアが、既存の「ケアする者J rケアされる者」としづ前提に変化をもたらすものであり、それゆえ施設ケア
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ポットを用いた活動の事例 実験在会心産学研忽
論文審査の結果の要旨
本論文は、(異質性〉をめぐる集合性変容過程について、高齢者施設における動物介在療法・ロボット介在活動の
3 つの事例を、グループ・ダイナミックスの観点から検討したものである。
第 1 事例では、老人病院における動物介在療法に対し、場の〈表情〉の変化に着目して検討を行い、集合性変容の
端緒を考察した。第 2事例では、老人保健施設における動物介在療法を、施設における「役柄j の変化をキーワード
に検討し、集合性変容の内実を考察した。そして、第 3 事例では、有料老人ホームにおけるロボット介在活動に対し、
人々の言語的なやり取りを中心に分析し、集合性変容の動的な過程を検討した。研究手法としては、参与観察、イン
タヴューを中心とするフィールドワークを採用したが、ビデオデータを用いた分析方法を開発するなど、定量的・定
性的な分析手法を併用し、事例を詳細に検討した。
本論文は、 3 つの理論的観点を用い、高齢者施設における動物介在療法・ロボット介在活動の事例を、様々な手法
を用いて検討することで、〈異質性〉による集合性変容というグループ・ダイナミックスの主題に、新たな理解と知
見をもたらすものである。
以上の理由より、本論文は、博士(人間科学)の学位の授与に十分に値するものであると判定された。
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